
王さまの竹うま  
ドクター＝スース さく・え   
わたなべ しげお やく  （偕成社） 

バートラム王様は、海から国を守る堤防並木

の世話のため、朝早くから働かなければなりま

せん。木の根を食べる鳥を千匹の猫に見張らせ、

自らも木を１本ずつ調べます。王様の唯一の楽

しみは、仕事の終わった夕方に竹馬で城をかけ

まわることでした。 

ある日、王様の竹馬遊びを快く思わない家臣

が、竹馬を盗み出しました。王様は元気をなく

し、仕事に力が入りません。猫たちも怠け始めま

した。鳥が並木の根を食い荒らし、海の水が町に

流れ込んできました。王様を心配したお小姓の

エリックが竹馬を取り戻しましたが、家臣に追

われ王様に近づけません。エリックは仕立て屋

にとびこみ、帽子とガウンと竹馬で背高のっぽ

に変装し、家臣を出し抜くと、王様のもとにかけ

つけました。 

黒の濃淡と赤のみの絵が、竹馬にのった王さ

まや登場人物の表情をいきいきと伝えます。 

読んでもらえば５歳くらいから楽しめます。 

    （竹内） 

 

小さなスプーンおばさん  
アルフ＝プリョイセン 作 大塚 勇三 訳 
ビョールン＝ベイル 画  （学研プラス） 

ひとりのおばさんが、ノルウェーの田舎にご

亭主と２人で暮らしていました。ある朝目を覚

ますと、おばさんはティースプーンくらいに小

さくなっていました。でも、おばさんにはその日

にやることがどっさりありました。掃除、洗濯、

お昼の準備…おばさんはまず、ネズミの穴の前

でチュウチュウ鳴き、ネズミを呼び出すと「すっ

かり掃除しておくれ、そうしないとネコにいい

つけてやるから」。ネズミはすみずみまで掃除し

てくれました。汚れたお皿はネコに、洗濯は雨に

任せます。（「おばさん、小さくなる」） 

おばさんの体は、時も場所も構わず小さくな

りますが、おばさんは少しも慌てず、てきぱきと

機転を利かせて事を解決していきます。物語は

奇想天外ですが、素朴でおおらかです。おばさん

とご亭主の人柄も魅力的で読む人の心をひきつ

けます。続編に『スプーンおばさんのぼうけん』

『スプーンおばさんのゆかいな旅』があります。

読んでもらえば、５～６歳から楽しめます。 

（八木） 

 

  書窓 
  

Shoso   
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5月の開館日

▶ ×印は休館日   

・祝日の振替休館 

5/1、5/8、5/10 

・館内整理日 

5/31、6/30 

※閉館時は返却ポストを 
ご利用ください。 

▶ 開館時間： 
10:00～18:00 

（金曜日のみ 10:00～20:00） 
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図
書
館
に
は
新
し
い
本
が
次
々
と
入
っ
て

く
る
。
大
人
の
利
用
者
は
自
分
の
お
気
に
入
り

の
作
家
を
見
つ
け
て
予
約
を
入
れ
た
り
、
職
員

が
「
読
ま
れ
ま
す
か
？
」
と
す
す
め
た
り
す
る
。

気
さ
く
な
利
用
者
は
返
却
時
に
「
こ
れ
良
か
っ

た
」
な
ど
と
感
想
を
言
っ
て
く
だ
さ
る
。
一
方
、

子
ど
も
た
ち
に
新
し
い
本
と
な
る
と
、
い
つ
も

き
て
い
る
顔
見
知
り
の
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
れ

も
た
い
て
い
知
識
の
本
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

け
れ
ど
、
た
ま
に
、
こ
れ
は
い
い
な
！
と
思
う

絵
本
や
物
語
の
本
が
入
っ
て
く
る
と
う
れ
し

く
な
っ
て
す
す
め
た
く
な
る
。 

先
日
、
そ
ん
な
本
に
め
ぐ
り
あ
い
、
何
人
か

に
す
す
め
て
み
た
。
返
却
の
と
き
に
４
歳
の 

Ｔ
く
ん
が
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
！
」
と
再
度  

も
ち
か
え
る
。
６
歳
の
Ｒ
ち
ゃ
ん
、
小
学
３
年

の
Ｓ
ち
ゃ
ん…

。
幼
い
子
か
ら
年
代
を
問
わ
ず

楽
し
め
る
よ
う
だ
。
ず
っ
と
前
か
ら
出
て
い
た

絵
本
な
の
だ
が
、
こ
の
度
の
編
集
で
、
ペ
ー
ジ

割
が
変
わ
っ
て
ペ
ー
ジ
が
増
え
、
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
な
り
、
物
語
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
た

の
だ
。
あ
ら
た
め
て
、
編
集
の
力
を
知
っ
た  

気
が
し
た
。
本
の
題
名
は
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
の  

子
ね
こ
』（
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
フ
ラ
ッ
ク
作
・
絵 

ま
さ
き
る
り
こ
訳 

徳
間
書
店
）
ま
た
、
こ
ん

な
本
に
め
ぐ
り
あ
い
た
い
。 

   
  

（
西
村
） 
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本
書
は
、
書
籍
修
繕
家
で
あ
る
著
者
が
、
今
ま
で
修
繕
し
て
き
た
本
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
思
い
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。 

美
術
大
学
卒
業
後
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た 

著
者
は
、
仕
事
を
辞
め
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
に
留
学
し
、
ブ
ッ
ク
ア
ー
ト
と

製
紙
を
専
攻
し
た
。
同
時
に
、
指
導
教
授
の
勧
め
で
働
き
出
し
た
大
学
図
書

館
付
属
の
書
籍
保
存
研
究
室
で
「
書
籍
修
繕
」
と
出
会
い
、
時
間
の
蓄
積
か

ら
生
じ
る
「
本
の
破
損
」
に
魅
せ
ら
れ
て
い
く
。
３
年
半
、
多
種
多
様
な
紙

に
触
れ
、
本
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
著
者
は
、
帰
国
後
、
ソ
ウ
ル
市
内

に
「
ジ
ェ
ヨ
ン
書
籍
修
繕
」
を
構
え
た
。 

最
初
の
依
頼
は
、
損
傷
の
激
し
い
上
下
２
巻
セ
ッ
ト
の
大
き
な
国
語
大
辞

典
だ
っ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
親
し
ん
だ
こ
の
本
を
、
こ
れ
か
ら
も
使
え
る
よ

う
に
丈
夫
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
だ
っ
た
。
表
紙
に
圧
力
を
か
け
平
ら

に
し
、
背
を
金
槌
で
叩
い
て
整
え
、
表
紙
の
ク
ロ
ス
を
貼
り
直
し
、
題
字
を

色
彩
し
、
破
れ
た
頁
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
シ
ミ
を
薬
品
で
除
去
す
る
。
様
々

な
過
程
を
経
て
、
本
は
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
「
子
ど
も
の
頃
の 

友
だ
ち
が
ま
た
戻
っ
て
き
た
み
た
い
で
す
。
」
大
学
図
書
館
で
は
機
械
的
に

修
繕
し
、
感
情
は
ほ
ぼ
無
関
心
、
無
感
覚
だ
っ
た
著
者
に
と
っ
て
、
こ
の
依

頼
人
の
言
葉
は
、
書
籍
修
繕
家
と
し
て
の
姿
勢
を
変
え
た
一
言
だ
っ
た
。 

代
々
受
け
継
が
れ
る
聖
書
、
家
族
の
形
見
の
本
、
希
少
な
漫
画
本
、
カ
ビ

だ
ら
け
の
結
婚
ア
ル
バ
ム…

。
店
を
訪
れ
る
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
あ

り
、
依
頼
人
に
と
っ
て
は
「
世
界
に
１
冊
だ
け
の
本
」
だ
。
だ
か
ら
、
修
繕

中
は
常
に
失
敗
で
き
な
い
緊
張
感
が
あ
る
。
持
ち
主
の
話
を
聞
き
、
本
に 

刻
ま
れ
た
時
間
の
痕
跡
や
思
い
出
の
濃
度
、
破
損
形
態
を
隅
々
ま
で
観
察
、  

収
集
し
、
そ
の
本
に
必
要
な
修
繕
を
す
る
。
依
頼
人
が
望
め
ば
、
落
書
き
や

シ
ミ
も
思
い
出
と
し
て
消
さ
ず
に
残
す
。
著
者
は
、
そ
の
本
が
生
き
て
き
た

物
語
「
本
生
」
に
耳
を
傾
け
、
尊
重
し
な
が
ら
、
依
頼
人
の
望
む
姿
に
本
を

修
繕
し
て
い
く
。 

書
籍
修
繕
に
対
す
る
著
者
の
思
い
が
穏
や
か
な
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

紹
介
さ
れ
た
本
の
修
繕
前
後
を
文
と
一
緒
に
カ
ラ
ー
写
真
で
た
ど
れ
る 

の
も
楽
し
い
。
修
繕
し
て
ま
で
持
っ
て
い
た
い
本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は 

な
ん
て
幸
せ
な
こ
と
だ
ろ
う
と
羨
ま
し
く
思
い
、
思
わ
ず
自
分
の
本
棚
を 

眺
め
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
池
之
上
） 

地 

下 

水 
 

5
月 

6 
月 ５・６月の移動図書館 （ いずれも木曜日です ） 

11 
日 

8 
日 

  

福地(三反長) 
地域内 

14:30～ 
14:50 

米田 
公会堂 

15:00～ 
 15:20 

竹広南 
公民館 

15:30～ 
 15:50 

18 
日 

15 
日   

原池団地 
公民館 

15:00～ 
15:20 

山田 
掲示板前 

15:30～ 
15:50 

原 
太田東地区 
農村交流 
センター 

16:00～16:20 

25 
日 

22 
日 

広坂 
公民館 

10:30～ 
10:50 

上太田 
公民館 

11:00～ 
  11:20 

塚森 
地域内 

15:00～ 
 15:20 

太子 
ニュータウン 
公民館 

15:30～ 
 15:50 

吉福 
公民館 

16:00～ 
16:20 

  

 

毎週土曜日に 

「おはなしの時間」 

を開いています。 

４歳～小学２年生  

11：00～11：30 

小学３年生～中学３年生 

11：30～12：00 

５月のおはなしは、「おかあさん
のたんじょう日」「けものたちのな
いしょ話」「ぐらぐらの歯」などを予
定しています。詳しくは、館内掲示
または図書館ＨＰをご覧ください。 

＜ お知らせ ＞ 


